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宇宙からの地球環境観測について
－地球温暖化問題を例として－

第３０回総合科学技術会議
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温室効果と地球温暖化
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二酸化炭素の増加と気温の上昇
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温室効果ガスの排出状況

運輸（自動車、

船舶、航空機）

エネルギー転換

（発電所等）

2000年度
１２億３７００万トン 産業

民生（家庭）

工業プロセス

（石灰石消費等）

廃棄物

（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、廃油の焼却） その他

民生（業務）

ﾊﾟｰﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ類

二酸化炭素

メタン

2000年度
１３億３３００万トン

一酸化二窒素

ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾛｵﾛｶｰﾎﾞﾝ類 六フッ化硫黄

二酸化炭素の分野別排出割合
（２０００年度）

各温室効果ガスの排出割合
（二酸化炭素換算、２０００年度）

（環境省資料をもとに作成）
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温暖化に伴う海面水位の上昇
－科学的知見は十分か－

今後１００年で予想される海面上昇
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地球を周回する観測衛星

６

NASDA提供


